
上下水道局における電気使用量の推移
上下水道局が所管する上下水道事業は、市民や事業者の生活や経済活動を支えている重要なインフラシステムであり、24時間

365日稼働していることから、多大な電力が必要であり、電気使用量は令和5(2023)年度において市役所全体の約4割を占めていま
す。
電気使用量の推移は平成27(2015)年度以降、執務室、水道・工業用水道施設及び下水道施設ではほぼ横ばいにあります。令和

5(2023)年度については、令和4(2022)年度と比較してやや減少しました。なお、平成28(2016)年度の水道・工業用水道施設で大きく
減少しているのは、生田浄水場の水道事業における浄水場機能を廃止したためです。

年度別・区分別電気使用量
（単位:kWh）
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